
THE BIG SHOW – MISSION 3   

  

1  

1       

ブリーフィング  

Gentlemen,  

この息苦しい暑さの中、お茶の時間は楽しめたか。本日はサン・トメール近郊の森林を爆撃する予

定の空の要塞を護衛する。この地域ではドイツ軍機甲部隊が活動中と報告されている。まず第 485

飛行隊が 1803 時に離陸、コールサインは「ギムレット」、続いて第 341 飛行中隊が 1805 時に離

陸、コールサインは「ターバン」。ルネは編隊を率いて戦闘に向かい、ギムレットはターバンの後上方に

位置する。グリ＝ネ岬上空 18,000フィートで爆撃機とランデブーする。別示するまでは無線封止を命

ずる。海岸まで辿り着けないと判断される場合はチャンネル D で「メイデイ」をコールした後に脱出せ

よ。いつものように可能な限り早急に救出する。ポケットの中身は空っぽにしておけ。グッドラック、ボー

イズ！ 
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作戦詳細  

このミッションは、「ムーショット機帰投せず（Commandant Mouchotte fails to return）」を再現したも

のです。あなたはピエール・クロステルマンとして、ただしターバン・イエロー・ツーではなく、ターバン・ブ

ルー・リーダーとして参加します。エンジン始動後、チャンネル Bで管制塔に連絡し、滑走路 09に移

動してください。最初にレッド編隊が、続いてブルー、イエロー編隊の順で離陸します。離陸後、チャンネ

ル Cでグラスシードと交信し、ターバン・レッド編隊の左翼で編隊を組みます。1812時に編隊は合流

地点に進撃します。無線封止を守り、ムーショット少佐の指示に従ってください。もしあなたの PCが高

性能でない場合は、F10無線メニューで AIユニットを減らすこともできます。このオプションは 5分後

に解除されます。 
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背 景  

1914年 8月 21日、パリの裕福な家庭に生まれたムーショットは、

1935年 10月にイストルのフランス空軍に入隊した後、伍長（1936年 4

月）、先任伍長（1937年 3月）、軍曹（1937年 4月）と昇進、1937年

2月にはパイロットの資格を取得しました。1939年 1月、予備役に編入さ

れ、民間人としての生活に戻りましたが 1939年 9月、軍に呼び戻され、

サロン・ド・プロヴァンスとアヴォード訓練基地の飛行教官として配属されま

した。戦闘機部隊への異動を希望しましたが、1940年 5月、双発機への

転換コースのためオランに転属しました。 

休戦後、パイロットが逃亡して自由フランス軍に参加しないよう航空機は厳重な警備下に置かれま

したが、ムーショットと 5人の仲間（アンリ・ラフォンを含む）は、コードロン・ゲランド双発機で脱出しま

す。可変ピッチプロペラ制御装置が故障していたため、離陸は危険な状態でしたが、無事ジブラルタ

ルに着陸し、自由フランスの武装トロール船「プレジデンツ・ウーズ」で渡英しました。 

イギリス到着後、オールドサルムとサットンブリッジでホーカー・ハリケーン

の訓練を受けた後、ロンドン北西部のノーソルト基地所属第 615 飛行中

隊に配属され、1940年 10月 11日に初出撃します。1940年 12月、飛

行隊はケンリーに移り、1941年 8月、ムーショットはユンカース 88を協同

撃墜しました。1941 年 11 月にはスピットファイアで訓練中の自由フラン

ス軍第 340 飛行中隊（ターンハウス基地）に転属、1942 年 2 月に飛行

隊指揮官となります。その後第 65飛行中隊長となりましたが、これは RAF

飛行中隊を指揮した初の外国人でした。1942年 9月 1日には殊勲飛行

十字章を授与されています。 

最終的に彼は、ビギンヒル・ウィングの第 341 飛行中隊

（Groupe de Chasse n° 3/2 "Alsace"）の指揮を執ります。

1943年 5月 15日、ジャック・チャールス少佐（第 611飛行中

隊）とムーショットは共に I./JG 2の Fw 190を撃墜し、ビギンヒ

ル・ウィングの 999機目と 1000機目の撃墜を記録しました。 

1943 年 8 月 27 日、フライング・フォートレスがパ・ド・カレー

のブロックハウス・デペルレクを初めて昼間爆撃しました。このフ

ライング・フォートレスを護衛する任務ラムロッド S.8 に参加した

ムーショット少佐は、JG2 の Fw 190 に撃墜され死亡しました。

遺体は 9月 3日に陸に打ち上げられているのを発見され、ベル

ギーのミデルケルケに埋葬されました。1949 年、彼の遺体は送

還され、パリのアンヴァリッドで名誉軍人として追悼後、11 月 3

日に家族の墓のあるパリのペール・ラシェーズ墓地に埋葬されました。 

彼の総飛行時間は約 1,748 時間、そのうち 408 時間で 382 回の出撃を行いました。戦果は 2

機撃墜（さらに 1機協同撃墜）、1機が撃墜不確実、1機に損傷を与えたと報告されています。 

ムーショットとジャック・チャールス 


